
図 年齢別にみた無年金者の割合

高齢期の脆弱な生活保障

前回に引き続き、北海道センターで行った調

査結果にもとづき（ｎ＝２１３４人）、季節労働者

の生活の困難について、社会保障分野に焦点を

あてて報告する。

わが国では、生きがい目的で働く高齢者層が

多いとされる。だが、高齢の季節労働者の就労

の背景には、働かなければ食べていくことが困

難な低水準の年金問題がある。すなわち、年金

受給者のうち、男性では、全体の６割弱（５７．３％）

が月に１０万円未満の受給額である。女性にいた

っては、９割（９２．３％）が１０万円未満で、さらに

４割（４０．６％）は５万円未満にとどまる。

●現在年金を受け取っているが、年金が１２万で
は生活が苦しいのでアルバイトをしなければ生
活出来ない。アルバイトの仕事も、建設業では
他も同様ですが、不足しており賃金が安い。（男
性、７０歳）
●高齢の為仕事はあまり出来ないが生活の為に
無理して仕事に行く。今年で終わりだと思うが
その後の事が心配だ。妻は脳溢血で右半身不自
由の体で今日もリハビリセンターに通う。高齢
者の医療保険が高くなるとか。どうしようもな
い世の中、早くむかえが来てくれないかと祈る
のみ。厚生年金は本人４万、妻５万です。（男性、
８０歳）

この問題は、とりわけ、単身で暮らす女性の

季節労働者に鋭くあらわれることになる。内閣

府の調べでも、高齢の単身女性の多くが低水準

の収入で暮らしていることが報じられている１。

私達の調査でも、７０歳以上の女性回答者の４分

の１を占める単身世帯では、生活の困難を反映

し、生活保護の受給を希望するというものが

４６．２％にも達していた。今後、就労機会のます

ますの減少にともない、生活保護層の増大が懸

念される。

将来に先送りされる無年金問題

問題は、３０～５０歳代のいわゆる働き盛りにお

いても存在する。すなわち、この層で最も多い

のは、年間を通じて（支給額の低い）国民年金

加入であるということに加えて、無年金の問題

がある。

図のとおり、年金未加入者（�一切入ってい
ない�）は６０歳未満に限ると２割弱も存在する。
厚生労働省の調べでも、生活保護受給者には年

金未加入者が多いことが指摘されている２。就

労日数がまだ確保できてかろうじて年金に加入

できていた（といっても１割は無年金だが）現

在の高齢季節労働者に対して、今後６０歳のライ

ンを超える層でこの問題はさらに深刻化するだ

ろう。

●１月から３月、収入が激減、生活の蓄えもな
く、仕事なく、国保、国民年金も払えなく灯油
代も、今現在病気もなくそれだけが救いです。
私達季節労働者は、冬に仕事さえあれば生活が
安定し生きていけますが５０日給付もなくなった

社会保障制度から排除される季節労働者
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表 男性�年齢別にみた医療保険をめぐる問題
男性
全体 ６０歳未満 ６０歳以上

医療保険 年間を通じて無保険
冬場は無保険

２３人 １６人 ７人
２７人 ２２人 ５人

滞納状況 滞納している ２０．８％ ３７．４％ １３．３％
保険証種類 正規保険証以外 １４．７％ ２４．２％ ９．９％
年間保険料 ３０万円以上 ２３．８％ ３２．５％ １９．８％

らどうすればいいのでしょうか。（男性、５６歳）
●無年金者なので、元気で働けるあいだはいい
が、働けなくなったら、この先、生活保護も考
えている。（男性、６６歳）

医療保険制度からの排除

年金に加えて深刻なのが、医療保険制度をめ

ぐる問題である。

すなわち、第一に、保険料の高さなど問題は

いろいろあるにせよ�国民皆保険�が達成され
ているはずの今日、数はわずかとはいえ、なお

無保険者が存在することである。男性全体の２３

人（１．６％）が�年間を通じて無保険�で、こ
れに�（夏場は社会保険で）冬は無保険�２７人
をあわせると、比率は３．４％に及ぶ。

第二に、回答者の多く（半数強）が加入して

いる国民健康保険で、保険料の滞納者が少なく

ない（６０歳未満ではじつに３７．４％）、またその

ことにともない、正規保険証以外がわたされて

いる層が少なくない。

第三に、所得水準の低い層が加入者の多くで

あるにもかかわらず保険料が高いことである。

６０歳未満では、年間の保険料が３０万円以上のも

のは３割を超えている。

●冬期、保険料が安ければ国保にでも加入した
いが、収入は見込めないので、無保険状態。と
りあえず病気もないので、歯の治療などは会社
の保険があるうちに治療しているが、先が不安
である。冬も仕事があれば楽なのだが。年金は
仕方なく、老後のために工面している。（男性、
５８歳）

●給料が安いのに税金、保険料（国保）年金等
の支払いが多く、滞納額がドンドン年々膨らみ
督促が来たり、電話が来たり精神的に追い込ま
れてきている。何とかしなくては！と思っては
いるのですが、仕事が今年はかなり少なく、子
供達にお金がかかることもあり現在どうにもな
らない状態です。（男性、３９歳）
●国民年金や税金の取立てが容赦なくきます。
サラ金の取立てよりも厳しいと思います。仕事
がない上、税金は増えるばかり。正直どうして
いいのか？わからないです。（男性、３４歳）

自治体の緊急雇用対策に季節労働者が殺到

さて、いわゆる派遣切りや、突然の大量失業

への対応として、全国の自治体で緊急避難的に

雇用対策が実施されている。道内でも同様であ

る。ところが、地元の新聞記者から聞いたとこ

ろ、そうした仕事に実際に応募�採用されてい
るのは、もと派遣労働者ではなく、失業中の季

節労働者だというのだ３。特例一時金の減額や

冬期技能講習制度の廃止によって、あたかも無

きものとされようとした季節労働者の失業問題

が、この間の派遣切り等への緊急的な対策で逆

にあらためて認識させられることになったわけ

である。雇用情勢の全般的な悪化という事態を

前に、わが国の雇用対策（公的就労事業を含む）

や生活保障をどうするのか、現在北海道センタ

ーでとりまとめ中の調査（建設業者調査及び季

節労働者調査）結果とあわせて、提起していき

たい。

（かわむら まさのり 北海学園大学経済学部

准教授、建政研北海道センター理事長）

１ �高齢単身者の経済不安深刻 女性�年収１２０万円未満�２割�
（２００８年６月１４日付）。また、最近では�高齢女性広がる生活難 目
立つ独居�非正社員 年金では暮らせぬ�（２００９年１月２７日付）事
態もクローズアップされている。いずれも�日本経済新聞�朝刊。
２ �生活保護 高齢受給者、５２％無年金��日本経済新聞�朝刊２００８
年１月２２日付。
３ �道内自治体の緊急雇用対策 季節労働者が殺到 不況で出稼
ぎ先なし 春からの仕事も不安��北海道新聞�朝刊２００９年２月１２
日付。

□【支所のページ】北海道センター

建設政策２００９．３…４３


